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1．基本方針

　株式会社大東ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞは、冷熱事業の分野において事業活動を行う上で地球環境の保全を経営の

重要課題の一つとして認識し、事業活動の中で環境に与える影響を的確に把握すると共に、地球環境に

配慮した事業活動を行う企業を目指します。

　また、当社は冷熱事業に携わる企業として、冷熱ﾌﾟﾗﾝﾄｼｽﾃﾑ及び冷熱機器に付随するﾌﾛﾝの積極的な

回収に努める事、ｵｿﾞﾝ層破壊係数ｾﾞﾛの冷媒を使用した冷凍機器製品の製作に努め、地域住民や地球環境

に配慮し、環境と人にやさしい事業活動を行っていきます。

　この実現の為、以下の環境方針を定め、その方針に基づいて自主的・積極的な環境の保全及び継続的に

2．環境経営方針

1）CO2排出の削減活動の推進

　　①電力消費量の削減を実施し、CO2排出の削減を推進します。

　　②石油等化石ｴﾈﾙｷﾞｰの使用量の削減を実施し、CO2排出の削減を推進します。

2）水資源の削減の推進

　　・水資源は、地域町内においても貴重な資源であるため、使用量削減に努めます。

3）原材料の削減、紙資源の削減の推進

　　・原材料の使用量の削減と紙資源の使用量の削減に努めます。

4）廃棄物の削減・分別・処理・ﾘｻｲｸﾙ活動の推進

　　事務所・工場から出る廃棄物を最小限にする努力をし、ﾘｻｲｸﾙ活動を推進します。

5）ｵｿﾞﾝ層破壊の低減活動の推進

　　積極的なﾌﾛﾝ回収活動の推進と社会への普及活動を行うと共にｵｿﾞﾝ層破壊係数ｾﾞﾛのﾌﾛﾝを使用した

　　冷凍機の製作を行うことに努めます。

6）環境関連法規の遵守

　　環境関連の諸法規及び条例等を遵守します。

7）継続的環境改善の実施

　　環境保全に関する目的・目標を設定し、取組結果を点検・評価することにより、更なる継続的な

　　環境改善につなげて行きます。

8）情報提供と地域の環境活動・施策への協力

　　環境活動ﾚﾎﾟｰﾄを公表する等、社内外に対し環境に関する情報の提供を行うと共に、地域社会の

　　一員として地域の環境活動並びに施策に積極的に協力します。

9）持続可能な社会の構築

　　省ｴﾈﾙｷﾞ-、廃棄物の削減・ﾘｻｲｸﾙ、節水、化学物質使用量の削減に努め、生産活動をする為の

　　部品類・原材料のｸﾞﾘ-ﾝ購入、また自らが生産・販売する製品の環境に配慮した設計に努めます。

10）環境方針は、あらゆる機会を通じて全社員に周知される。

株式会社　大東エンジニアリング

代表取締役社長　入江　和義
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  株式会社 大東ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 環境経営方針

　私たちは、当社の環境経営方針にのっとり、冷熱事業分野に於ける地場発祥の熱ｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ

ﾒ-ｶ-として地球環境と地域社会に調和した事業活動を推進する為に、事業活動及び社員行動を

通じ継続的に環境改善に努めます。

改善する事を誓約します。

改定　　2022年 5月 1日



【1】　事業所の概要

1．事業所の名称 ・株式会社 大東エンジニアリング

2．事業規模

　１）設立日 ・1981年2月7日

　２）資本金 ・3,000万円　

　３）社員数　(2023年2月1日現在)

・20名

　４）所在地

・(本社)長崎県西彼杵郡時津町日並郷3,449番地-16　　

　　　(電話番号)095-882-8521(代表)　(FAX番号)095-882-8519

　　　　　　・本社の延床面積：　412.58m2

・(工場)長崎県西彼杵郡時津町日並郷新開3,793番地　

　　　(電話番号)095-882-9320　(FAX番号)095-882-0120

　　　　　　・工場の延床面積：　974.30m2

３．環境管理責任者 ・製造部工場長　　山崎　亨

４．担当者 ・設計部部長　　　吉村　正志

５．事業内容

・冷凍機器類設計業務

・冷凍、空調用機器の製造、販売及びサービス業務

・管工事、電気工事、機械器具設置工事業

６．主要取引先

・三菱電機株式会社　長崎製作所

・三菱電機冷熱プラント株式会社　

・三菱電機ビルソリューションズ株式会社　

・三菱電機エンジニアリング株式会社　

・東芝三菱電機産業システム株式会社　

・各漁業協同組合

７．主要取引銀行

・十八親和銀行　北支店
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(連絡先TEL：095-882-8521、E-mail：myoshimura@daito-eng.co.jp)



【2】　対象範囲

1．対象事業所 ・株式会社 大東エンジニアリング 本社 (長崎県西彼杵郡時津町日並郷3449番16号)

・株式会社 大東エンジニアリング 工場 (長崎県西彼杵郡時津町日並郷新開3793番)

2．活動期間 ・2022年 2月　～　2023年 1月

【3】実施体制

区分 役割・権限

①環境方針を策定する。

②環境目標及び環境活動計画を承認する。

代表取締役社長 ③環境管理責任者を任命する。

④環境経営ｼｽﾃﾑの構築及び運用

⑤環境目標及び環境行動計画の実施に必要な資源を用意する。

⑥毎年3月に環境経営ｼｽﾃﾑ及び環境方針、環境目標の見直しを行う。

①環境経営ｼｽﾃﾑに関する記録を管理・保存する。

②教育・訓練の実施の年間計画の策定、社内外における環境ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝの取纏を行う。

③環境上の緊急事態対応策を定め、その準備や訓練の実施の管理、環境関連文書、及び記録の

環境管理責任者 　　作成・整理“を行う。

➃ｴｺｱｸｼｮﾝ21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの要求事項を満たす環境経営ｼｽﾃﾑを構築・運用し、取組状況を確認する。

⑤問題点がある場合は必要な是正及び予防処置を実施し代表者に報告する。

①「PDCA」ｻｲｸﾙを各職場で回すために指示・訓練を行う。

職場ﾘ-ﾀﾞ- ②「PDCA」ｻｲｸﾙを回す際は、短期ｻｲｸﾙと1年ｻｲｸﾙを使い分け、環境負荷の低減に努める。

➀環境行動計画における担当環境作業を実施し結果をﾁｪｯｸし記録をとる

➁環境への負荷の自己ﾁｪｯｸを実施し結果を点検の上、環境管理責任者へ報告する。

各職場担当者 ③作業表に担当する作業場での取組結果を示し、環境管理責任者に報告する。

・走行距離、供給燃料 ・水使用量

・電力消費量 ・廃棄物排出量

省ｴﾈﾙｷﾞｰ
委員

本社環境管理ﾘｰﾀﾞｰ 工場環境管理ﾘｰﾀﾞｰ

設計部長　吉村正志 工作課長　野口 博光

省資源
委員

廃棄物･
ﾘｻｲｸﾙ委員

省ｴﾈﾙｷﾞｰ
委員

節水委員節水委員

代表者

全社環境管理委員会議

環境管理責任者

工場長　山崎　亨

廃棄物･
ﾘｻｲｸﾙ委員

代表取締役社長　入江和義

省資源
委員
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【４】　環境経営計画

当社の環境経営計画の取組項目・目標・担当者・責任者・取組の内容は以下の通りです。

取組項目 長期目標 単年度目標 担当者 責任者

設計担当者 ①走行距離と供給燃料量の記録をとる。

総務担当者 ②社用車の効率的な運用を図る。

工場作業者 ③定期的車輌整備の実施を図る。

設計担当者

総務担当者 環境保全責任者

工場作業者
（本社）
吉村 正志

設計担当者
（工場）

総務担当者
野口 博光

工場作業者

設計担当者

総務担当者

工場作業者

設計担当者

工場作業者
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環境負荷を
削減する自社
製品の設計･
生産･販売

の推進

設計・生産
･販売の推進
を検討する。

設計・生産
･販売の推進
を検討する。

設計担当者

工場作業者

①設計・生産・販売の推進。

②計測機器、試験設備活用による運転性能
　と精度･品質、信頼性の向上に取組む。

④産業廃棄処分後はﾏﾆｭﾌｪｽﾄ管理の
　徹底を図る。

⑤機密文書、古図面の廃棄は箱詰梱包し、
　溶解処理ﾘｻｲｸﾙ化を依頼する。

ﾌﾛﾝｶﾞｽ
回収の
推進

回収活動
推進の
継続

回収活動
推進の
継続

①冷凍機・空調機器改修工事の際の
　ﾌﾛﾝｶﾞｽ回収の徹底を図る。

設備工事
担当者

②ﾌﾛﾝｶﾞｽ放出禁止・回収の地域普及
   活動に努める。

廃棄物の
削減

・ﾘｻｲｸﾙ
活動の
推進

3ヵ年で
6%の
削減

年間に
2%づつ

削減

①紙使用量の削減を行う。

・裏紙の使用、裏紙のﾒﾓ用紙での再使用

・使用済封筒の再使用、両面ｺﾋﾟ-の徹底

②焼却ｺﾞﾐ、資源ｺﾞﾐ分別の徹底を図る。

③産業廃棄物の分別の徹底を図る。

④不使用機器はｺﾝｾﾝﾄを抜く。

節水活動
の推進

3ヵ年で
6%の
削減

年間に
2%づつ

削減

①水道使用時の垂れ流し使用をしない。

②使用状況に応じた蛇口開度の徹底を行う。

取　組　内　容

ｶﾞｿﾘﾝ,
軽油,

使用量
削減

3ヵ年で
6%の
削減

年間に
2%づつ

削減

電力
使用量
の削減

3ヵ年で
6%の
削減

年間に
2%づつ

削減

①室内空調温度を夏期28℃、冬季20℃
　に設定する。

②昼休み、不在時の照明の消灯を行う。

③未使用ﾊﾟｿｺﾝの電源OFFを行う。



【５】　環境への負荷の状況

 当社に於ける過去5年間の環境負荷は次の通りです。

　1．二酸化炭素排出量

項目 単位
38期

(2018年度)
39期

(2019年度)
40期

(2020年度)
41期

(2021年度)
42期

(2022年度)

売上高※1） 百万円 294.73 287.19 253.18 178.75 656.83

役員・従業員数
(非常勤・監査役を除く)

人 21 21 21 20 20

二酸化炭素
排出量※2)

kg-CO2 26,296 23,686 20,575 13,590 23,148

売上高当たり kg-CO2/百万円 89 82 81 76 35

従業員1人
当たり

kg-CO2/人 1,252 1,128 980 680 1,157

　2．水使用量

項目 単位
38期

(2018年度)
39期

(2019年度)
40期

(2020年度)
41期

(2021年度)
42期

(2022年度)

水使用量 m3 202 185 187 177 179

売上高当たり m3/百万円 0.69 0.64 0.74 0.99 0.27

従業員1人
当たり m3/人 9.62 8.81 8.90 8.85 8.95

　3．一般廃棄物・産業廃棄物処分量

項目 単位
38期

(2018年度)
39期

(2019年度)
40期 ※4)

(2020年度)
41期

(2021年度)
42期

(2022年度)

廃棄物処分量
※3･※4)

kg 10,206 8,330 7,693 8,473 9,082

売上高当たり kg/百万円 34.6 29.0 30.4 47.4 13.8

従業員1人
当たり

kg/人 486.0 396.7 366.3 423.7 454.1

※１）本紙における 売上高 とは、総売上高から外部委託費を除いた金額を示します。

※２）二酸化炭素の排出量には、都市ガス、LPGを含みます。

※３）一般廃棄物+産業廃棄物の合計。39期までは再資源化ごみを含みません。

※４）40期より再資源化ごみ(ﾋﾞﾝ･ｶﾝ･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、古紙ﾘｻｲｸﾙ、段ﾎﾞｰﾙ)を含みます。
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【６】　環境目標の達成状況と2023年度以降3年間の目標

当社の環境目標の達成状況と今後3年間の環境目標は次のように定めています。

　1．ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量の削減、二酸化炭素排出量の削減

・ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量を2023年度も、2022年度実績から更に3ヶ年で6%の削減目標とし、

　二酸化炭素排出量も2022年度実績から同様3ヶ年で6%の削減目標とします。

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 32.6 27.7 24.8 24.6 ― ― ― ―

ｶﾞｿﾘﾝ･軽油
使用量(B) ﾘｯﾄﾙ 751 653 553 669 542 656 642 629

使用量
原単位
(B/A)

㍑/百万円 23.0 23.6 22.3 27.2 21.9 26.7 26.1 25.6

使用料金 円 118,825 100,493 90,142 123,647 88,339 121,174 118,701 116,228

総二酸化
炭素

換算量
kg-CO2 1,744 1,516 1,283 1,552 1,257 1,521 1,490 1,459

二酸化
炭素

換算量

kg-CO2

・百万円
53.5 54.7 51.7 63.1 50.7 61.8 60.6 59.3

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 254.6 225.5 153.9 632.2 ― ― ― ―

ｶﾞｿﾘﾝ･軽油
使用量(B) ﾘｯﾄﾙ 2,891 1,979 1,479 2,772 1,449 2,717 2,661 2,606

使用量
原単位
(B/A)

㍑/百万円 11.4 8.8 9.6 4.4 9.4 4.3 4.2 4.1

使用料金 円 383,745 259,926 222,294 453,952 217,848 444,873 435,794 426,715

総二酸化
炭素

換算量
kg-CO2 7,139 4,665 3,476 6,775 3,406 6,640 6,504 6,369

二酸化
炭素

換算量

kg-CO2

・百万円
28.0 20.7 22.6 10.7 22.1 10.5 10.3 10.1

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 287.2 253.2 178.7 656.8 ― ― ― ―

ｶﾞｿﾘﾝ･軽油
使用量(B) ﾘｯﾄﾙ 3,642 2,632 2,032 3,441 1,991 3,372 3,303 3,235

使用量
原単位
(B/A)

㍑/百万円 12.7 10.4 11.4 5.2 11.1 5.1 5.0 4.9

使用料金 円 502,570 360,419 312,436 577,599 306,187 566,047 554,495 542,943

総二酸化
炭素

換算量
kg-CO2 8,883 6,181 4,759 8,327 4,663 8,160 7,994 7,827

二酸化
炭素

換算量

kg-CO2

・百万円
30.9 24.4 26.6 12.7 26.1 12.4 12.2 11.9
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全
　
社

項目 単位

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

工
　
場

項目 単位

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

本
　
社

項目 単位

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)



　2．電気使用量の削減、二酸化炭素排出量の削減

・電力使用量を2023年度より、2022年度実績から更に3ヶ年で6%の削減目標とし、

　二酸化炭素排出量も2022年度実績から同様3ヶ年で6%の削減目標とします。

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額(A) 百万円 32.6 27.7 24.8 24.6 ― ― ― ―

電力使用量
(B1･九電)

kWh 7,727 8,549 ― ―

電力使用量
(B1･AGP)

kWh ― ― 9,106 10,363

電灯使用量
(B2･AGP)

kWh 8,011 7,457 6,911 6,963

電気使用量
(B)合計

kWh 15,738 16,006 16,017 17,326

電気料金 円 594,238 536,550 539,138 644,599 528,360 631,707 618,815 605,923

電気使用量
原単位(B/A)

kWh/百万円 482.8 577.8 645.8 704.3 632.9 690.2 676.1 662.0

二酸化炭素
換算量(九電)

kg-CO2 2,681 3,172 ― ―

二酸化炭素
換算量(AGP)

kg-CO2 3,100 3,005 4,052 0

総二酸化炭素
換算量合計

kg-CO2 5,781 6,177 4,052 0

二酸化炭素
換算量

kg-CO2

・百万円
177.3 223.0 163.4 0.0 160.1 0.0 0.0 0.0

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額(A) 百万円 254.6 225.5 153.9 632.2 ― ― ― ―

電気使用量
(B1･九電)

kWh ― ― ― 5490.0

電気使用量
(B2･AGP)

kWh 23,079 20,151 18,536 20,429

電気使用量
(B)合計

kWh 23,079 20,151 18,536 25,919

電気料金 円 1,349,510 1,416,859 671,635 1,591,820 658,200 1,559,984 1,528,147 1,496,311

電気使用量
原単位(B/A)

kWh/百万円 90.6 89.4 120.4 41.0 118.0 40.2 39.4 38.5

二酸化炭素
換算量(九電)

kg-CO2 ― ― ― 2,388

二酸化炭素
換算量(AGP)

kg-CO2 8,932 8,121 4,690 0

総二酸化炭素
換算量合計

kg-CO2 8,932 8,121 4,690 2,388

二酸化炭素
換算量

kg-CO2

・百万円
35.1 36.0 30.5 3.8 29.9 14.0 13.7 13.4

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額(A) 百万円 287.2 253.2 178.7 656.8 ― ― ― ―

電気使用量(B) kWh 38,817 36,157 34,553 43,245 33,862 42,380 41,515 40,650

電気料金 円 1,943,748 1,953,409 1,210,773 2,236,419 1,186,558 2,191,691 2,146,962 2,102,234

電気使用量
原単位(B/A)

kWh/百万円 135.2 142.8 193.4 65.8 189.5 64.5 63.2 61.9

総二酸化炭素
換算量

kg-CO2 14,713 14,298 8,742 2,388 8,567 14,439 14,145 2,245

二酸化炭素
換算量

kg-CO2

・百万円
51.2 56.5 48.9 3.6 47.9 22.0 3.5 3.4

*注記：電力から二酸化炭素排出量の調整後の排出係数は以下の通りとした。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

0.347 0.371 ― 0.435 (九州電力・2022年10月～九州電力送配電)

0.387 0.403 0.253 0.000 (AGPでんき)

出典：「電気事業者別排出係数一覧」
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項目　/　単位

二酸化炭素排出量の
調整後の排出係数

(kg-CO2/kWh)

全
　
社

項目 単位
電力使用量　削減活動の実績 42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

3,971 5,553 0 0

工
　
場

項目 単位
電力使用量　削減活動の実績 42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

本
　
社

項目 単位
電力使用量　削減活動の実績 42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

15,697 16,979 16,633 16,286

24,882 24,364

4,596 2,340 8,705 2,245

18,165 25,401



3．水使用量の削減

　　・水の使用量を2023年度より、2022年度実績から更に3ヶ年で6%の削減目標とします。

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2021年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 32.6 27.7 24.8 24.6 ― ― ― ―

水使用量
(B) m

3 123.0 129.0 122.0 107.0 119.6 104.9 102.7 100.6

水道料金 円 18,441 19,278 18,880 17,631 18,502 17,278 16,926 16,573

水使用量
原単位

（B/A）
m

3
/百万円 3.77 4.66 4.92 4.35 4.82 4.26 4.18 4.09

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2021年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 254.6 225.5 153.9 632.2 ― ― ― ―

水使用量
(B) m3 62.0 58.0 55.0 72.0 53.9 70.6 69.1 67.7

水道料金 円 14,671 14,787 14,538 15,943 14,247 15,624 15,305 14,986

水使用量
原単位

（B/A）
m3/百万円 0.24 0.26 0.36 0.11 0.35 0.108 0.106 0.103

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2021年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 287.2 253.2 178.7 656.8 ― ― ― ―

水使用量
(B) m

3 185.0 187.0 177.0 179.0 173.5 175.4 171.8 168.3

水道料金 円 33,112 34,065 33,418 33,574 32,750 32,903 32,231 31,560

水使用量
原単位

（B/A）
m3/百万円 0.64 0.74 0.99 0.27 0.97 0.265 0.260 0.250
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全
　
社

項目 単位

水使用量　削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

工
　
場

項目 単位

水使用量　削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

本
　
社

項目 単位

水使用量　削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)



4．一般廃棄物、産業廃棄物の削減

　　・一般廃棄物、産業廃棄物の廃棄量を2023年度より、2022年度実績から3ヶ年で6%の

　　   削減目標とします。

39期
(2019年度)

40期※1)
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 32.6 27.7 24.8 24.6 ― ― ― ―

廃棄物
総量
(B)

kg 95 1,233 1,004 1,247 983 1,222 1,197 1,172

廃棄物量
原単位

（B/A）
kg/百万円 2.9 44.5 40.5 50.7 39.7 49.7 48.7 47.7

※1)40期より一般廃棄物排出量に、再資源化ごみ(ﾋﾞﾝ･ｶﾝ･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、古紙ﾘｻｲｸﾙ、段ﾎﾞｰﾙ)を含みます。

39期
(2019年度)

40期※1)
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 254.6 225.5 153.9 632.2 ― ― ― ―

廃棄物
総量
(B)

kg 8,235 6,460 7,469 7,835 7,320 7,678 7,522 7,365

処理費用 円 126,360 161,199 188,250 171,392 184,485 167,964 164,536 161,108

廃棄物量
原単位

（B/A）
kg/百万円 32.3 28.6 48.5 12.4 47.6 12.2 11.9 11.7

39期
(2019年度)

40期※1)
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

43期
(2023年度)

44期
(2024年度)

45期
(2025年度)

売上額
(A)

百万円 287.2 253.2 178.7 656.8 ― ― ― ―

廃棄物
総量
(B)

kg 8,330 7,693 8,473 9,082 8,303 8,900 8,719 8,537

処理費用 円 126,360 161,199 188,250 171,392 184,485 167,964 164,536 161,108

廃棄物量
原単位

（B/A）
kg/百万円 29.0 30.4 47.4 13.8 46.5 13.5 13.2 13.0
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全
　
社

項目 単位

一般廃棄物削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

工
　
場

項目 単位

産業廃棄物削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)

本
　
社
　
・
　
工
　
場

項目 単位

一般廃棄物削減活動の実績
42期

(2022年度)
の目標

中短期の削減目標
(毎年2%,3年間で6%の削減)



5．ﾌﾛﾝｶﾞｽ回収の推進

　　・過去4年間のﾌﾛﾝｶﾞｽの回収状況は以下の通りです。

39期
(2019年度)

40期
(2020年度)

41期
(2021年度)

42期
(2022年度)

地球温暖化係
数

ＧＷＰ

CO2排出量=
(回収量×ＧＷＰ)/1000

CFC kｇ 0.0 0.0 0.0 0.0 10,900 0

HCFC kｇ 17.9 240.4 180.0 178.6 1,810 323.3

HFC-
404A

kｇ 0.0 0.0 0.0 0.0 3,920 0

HFC-
407C

kｇ 200.0 8.7 0.0 0.0 1,770 0

HFC-
410A

kｇ 0.0 0.0 0.0 0.0 2,090 0

kｇ 217.9 249.1 180.0 178.6 323.3

2022年度は、フロンガス回収業務により 323.3 (ton-CO2)の抑制効果があった。

6．持続可能な社会構築の推進

1)自社にて設計・生産・販売する製品の環境負荷の削減

　　・『製品からの環境負荷の削減を目標』として社内にて前年同様検討・協議を実施してきた。

　　・設計者においては前年に引き続きその認識を持って業務に取り組むようになってきた。

2)使用原材料における再生資材等の環境配慮製品の採用検討・協議

　　・『環境配慮製品の採用を目標』として社内にて前年同様検討・協議を実施してきた。

　　・環境配慮製品として再生繊維作業服、再生紙ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟ-ﾊﾟ-の採用、またﾄｲﾚ使用水の中水利用の推進

　　　を実施してきた。

　　・ｺﾋﾟ-(PPC)用紙においては「FSC森林認証マーク」付きの製品を2018年度から採用した。※1)

3)機密文書の焼却廃止と古紙リサイクル化への切替

　　・機密文書や個人情報文書の処分について、従来の焼却処理からﾘｻｲｸﾙ紙化へ変更した(2019年3月)

　　　処理方法はｼｭﾚｯﾀﾞｰ裁断または、箱詰梱包を行い、未開封のまま溶解炉への投入を依頼している。

※1)FSC( Forest Stewardship Council )森林認証

　　　森林管理のための原則と基準に基づき、適正に管理された森林から生産される木材、パルプ、

　　　家具や用紙などの木材加工製品に与えられる認証制度

FSC森林認証マーク
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CO2排出量(ton-CO2)

フ
　
ロ
　
ン
　
回
　
収
　
量

ﾌﾛﾝｶﾞｽ
の種類

単位

フロンガス回収 活動の実績
43期

(2023年度)
の目標

ﾌﾛﾝｶﾞｽ回収量
は、冷凍機更新
等の工事受注の
営業的要因にて
変動しますが適
正な回収を推進

します。

合計



【７】目標の達成状況

　　1．ガソリン、軽油　使用量の削減活動推移ｸﾞﾗﾌ
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目標値 542 ㍑
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　　2．電気の使用量　削減活動推移ｸﾞﾗﾌ
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　3．上水、中水の使用量　削減活動推移ｸﾞﾗﾌ
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　4．一般廃棄物、産業廃棄物の排出量　削減活動推移ｸﾞﾗﾌ

※1) 40期より一般廃棄物排出量に、再資源化ごみ(ﾋﾞﾝ･ｶﾝ･ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、古紙ﾘｻｲｸﾙ、段ﾎﾞｰﾙ)を含みます。
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        【8】　活動記録報告

　　　　1．ﾉ-ﾏｲｶ-ﾃﾞ-の実施状況

公共交通機関内での他人との接触や、新型コロナ感染拡大が心配される為、

2022年度の1年間はﾉｰﾏｲｶｰﾃﾞｰを一旦休止とし、様子を見ることになりました。

　　　　2．町内清掃活動の推進

・2022年、春と秋の2回町内清掃活動を実施しました。

1）本社の清掃活動状況（5月18日と10月26日に実施）

30分の町内巡回で燃えるごみを3.9kg、不燃ごみ0.7kgを収集しました。

【清掃前】

【清掃中】

【清掃後】
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2）工場の清掃活動状況（2022年5月27日と9月30日に実施）

金属ごみを0.16kg、プラごみ0.46kg、燃えるごみを0.82kgを収集しました。

タバコの吸い殻のポイ捨てが多くみられました。

【清掃後】
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【清掃前】

【清掃中】



 【9】42期（2022年度）の環境経営の取組結果の評価

　1．　ｶﾞｿﾘﾝ、軽油　使用量の削減について

評価基準 区分 単位
(2021年度)
41期実績値

(2022年度)
42期目標値
(41期の2%減)

(2022年度)
42期実績値

評価

本社 ㍑ 553 542 669 ×

工場 ㍑ 1,479 1,449 2,772 ×

全社 ㍑ 2,032 1,991 3,441 ×　72.8%増

本社 ㍑/百万円 22.3 21.9 27.2 ×

工場 ㍑/百万円 9.6 9.4 4.4 ◎

全社 ㍑/百万円 11.4 11.1 5.2 ◎　53.2％減

評価記号説明：◎：2％以上削減達成、△：0以上～2%未満削減達成、×：目標より増加

1．本社は前年度より車両での外出機会、距離が伸びたことにより目標を上回った。

2．工場のｶﾞｿﾘﾝ・軽油消費は増加しているものの、売上が伸びたため原単位では削減ができた。

3．次年度は、全社で更なる使用量削減に努めていくようにする。

　2．　電気　使用量の削減について

評価基準 区分 単位
(2021年度)
41期実績値

(2022年度)
42期目標値
(41期の2%減)

(2022年度)
42期実績値

評価

本社 kWh 16,017 15,697 17,326 ×

工場 kWh 18,536 18,165 25,919 ×

全社 kWh 34,553 33,862 43,245 ×　27.7%増

本社 kWh/百万円 645.8 632.9 704.3 ×

工場 kWh/百万円 120.4 118.0 41.0 ◎

全社 kWh/百万円 193.4 189.5 65.8 ◎　65.3%減

評価記号説明：◎：2％以上削減達成、△：0以上～2%未満削減達成、×：目標より増加

1．本社では目標を上回った。夏場の空調機負荷が前年度より多かったと思われる。

2．工場は電気使用量が増えているものの、売上が伸びたため原単位では削減ができた。

3．次年度は、全社で更なる使用量削減に努めていくようにする。
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原単位
評価

111.3

34.7

34.7

【評価の内容】

【評価の内容】

達成率
(今期実績÷目標値

×100％)

絶対量
評価

110.4

142.7

127.7

達成率
(今期実績÷目標値

×100％)

絶対量
評価

123.4

191.3

172.8

原単位
評価

124.2

46.8

46.8



　3．　水　使用量の削減について

評価基準 区分 単位
(2021年度)
41期実績値

(2022年度)
42期目標値
(41期の2%減)

(2022年度)
42期実績値

評価

本社 m3 122.0 119.6 107.0 ◎

工場 m3 55.0 53.9 72.0 ×

全社 m3 177.0 173.5 179.0 ×　3.2%増

本社 m3/百万円 4.92 4.82 4.35 ◎

工場 m3/百万円 0.36 0.35 0.11 ◎

全社 m3/百万円 0.99 0.97 0.27 ◎　72.2%減

評価記号説明：◎：2％以上削減達成、△：0以上～2%未満削減達成、×：目標より増加

1．本社の(水)清掃回数は、週5から週3回に減らしている。

2．工場は水使用量が増えているものの、売上が伸びたため原単位では削減ができた。

3．次年度は、全社で更なる使用量削減に努めていくようにする。

　4．　一般廃棄物、産業廃棄物　排出量の削減について

評価基準 区分 単位
(2021年度)
41期実績値

(2022年度)
42期目標値
(41期の2%減)

(2022年度)
42期実績値

評価

本社･工場
一般廃棄物 kg 1,004.0 983 1,247 ×

工場
産業廃棄物 kg 7,469 7,320 7,835 ×

全社 kg 8,473 8,303 9,082 ×　9.4%増

本社･工場
一般廃棄物

kg/百万円 40.5 39.7 50.7 ×

工場
産業廃棄物

kg/百万円 48.5 47.6 12.4 ◎

全社 kg/百万円 47.4 46.5 13.8 ◎　70.3%減

評価記号説明：◎：2％以上削減達成、△：0以上～2%未満削減達成、×：目標より増加

※1) 40期より一般廃棄物排出量に、再資源化ごみ(ﾋﾞﾝ･ｶﾝ・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、古紙ﾘｻｲｸﾙ、段ﾎﾞｰﾙ)を加算した。

1．本社、工場ともに絶対量は増加している。

2．工場は業務上、排出量が増えているものの、売上が伸びたため原単位では削減ができた。

3．廃却書類と機密文書の箱詰溶解処理ﾘｻｲｸﾙ化をこれからも進めていく。

　5．　ﾉ-ﾏｲｶ-ﾃﾞ-、町内清掃等EA21普及活動について

　　　・ﾉ-ﾏｲｶ-ﾃﾞ-は感染症対策のため活動保留にしています。

　　　・町内清掃ではタバコの吸い殻のポイ捨てが多くみられました。
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原単位
評価

127.7

26.1

29.7

【評価の内容】

【評価の内容】

達成率
(今期実績÷目標値

×100％)

絶対量
評価

126.9

107.0

109.4

絶対量
評価

89.5

133.6

103.2

原単位
評価

90.2

31.2

27.8

達成率
(今期実績÷目標値

×100％)



【10】環境関連法規への違反、訴訟等の有無
　（1）環境関連法規等の遵守状況

 【記録-1】環境関連法規・条例等一覧ﾁｪｯｸ表

作成日

記録者

検印

保護環境 法令の名称 適用条項 法令等の遵守すべき内容 規制値 法令担当 確認日
違反の
有無

違反の
場合の
対応

査印

第5条 ・事業者の温室効果ｶﾞｽの排出抑制協力義務

第6条 ・国民の温室効果ｶﾞｽの排出抑制協力義務

第4条 ・事業者のﾌﾛﾝ類管理適正化の協力義務 A

第6条 ・ﾌﾛﾝ回収業者のﾌﾛﾝ類の管理適正化の義務

第27条 ・ﾌﾛﾝ回収業者の登録の義務

第30条 ・ﾌﾛﾝ回収業者の更新の義務

第47条
・ﾌﾛﾝ類充填回収業者のﾌﾛﾝ回収量の記録及び
充填量の記録と都道府県知事への報告義務

第59条 ・雇い入れ時及び作業変更時の教育

則43、44 ・健康診断

第5条 ・規制基準の遵守義務

第12条 ・改善勧告、命令

第7条 ・規制基準の遵守義務

県告示
第431号

・規制基準

・産業廃棄物の自己処理

・減量努力

・産業廃棄物の処分委託

・管理票（ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ）の交付・管理

・産業廃棄物の保管基準

・上記ﾁｪｯｸ表に基づき2023年3月10日遵守状況を確認した結果良好でした。

（2）違反、訴訟等の有無

・環境関連法規への違反はありません。

・関係当局より違反の指摘、また、訴訟も過去10年間ありません。
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山崎 亨
2023年
2月10日 無し 山崎 亨

第12条

地球
温暖化

地球温暖化対策の推進
に関する法律

ﾌﾛﾝ類の使用の合理化
及び管理の適正化に関
する法律
　(ﾌﾛﾝ排出抑制法）

第3条

労働安全 労働安全衛生法

騒音

廃棄物
廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

：2023年3月10日

：山崎　亨　　　

：入江　和義　

平埜 勝史郎
2023年
2月10日

無し 山崎 亨

入江 和義

（株）大東ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

平埜 勝史郎
2023年
2月10日 無し 山崎 亨

2023年
2月10日 無し 山崎 亨

騒音規制法

本社：準住居地域
昼70dB/夜65dB

工場：工業専用地
域昼60dB/夜
50dB

吉村 正志
2023年
2月10日 無し 山崎 亨

悪臭

悪臭防止法
本社：第2種区域
（商業系地域）：
13

工場：第3種区域
（工業系地域）：
15

吉村 正志
2023年
2月10日 無し 山崎 亨

長崎県条例



 【11】代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示の結果

　代表取締役社長　入江 和義は、環境管理責任者から環境目標の達成状況、

活動計画の実施及び運用結果、環境関連法規等の遵守状況、外部からの苦情や要望等に

ついて報告を受けた。

　それにより環境経営ｼｽﾃﾑが有効に機能し、環境への取組が適切に実施されており、また

取組結果も良好であり、活動結果は適切であったと評価した。

　今後は地球温暖化防止活動を推進する為、更なる地域及び取引先など社外への積極的な

活動推進、地域へのPR活動、ﾉ-ﾏｲｶ-ﾃﾞ-の実施、町内清掃活動を積極的に推進するよう

指示をした。

　その中でも取引先など社外の事業所のｴｺｱｸｼｮﾝ21の認証、取得の積極的な推進活動を

行う事を指示した。

　また、「ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量」、「電力使用量」、「水の使用量」、「一般廃棄物・

産業廃棄物排出量の削減」の4項目について2022年度実績基づき2023年度から毎年

2%づつ3年間で6%の削減目標の見直しを行う事も指示をした。

代表取締役社長　入江 和義　
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以上

2023年3月10日

株式会社 大東エンジニアリング


